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▼
こ
の
度
、
家
の

都
合
で
退
社
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

長
年
、
記
者
の
仕
事

を
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
も
、
地
域
の

皆
様
が
取
材
に
協
力

し
て
く
だ
さ
っ
た
お

陰
だ
と
、大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

微
力
な
が
ら
も
、
地
域
の
学
校
や

施
設
の
皆
様
の
活
躍
を
紹
介
し
、

犯
罪
抑
止
に
力
を
注
い
で
お
ら
れ

る
警
察
や
、
消
防
署
の
取
り
組
み

を
記
事
に
す
る
こ
と
で
、
街
に
愛

着
を
、
母
校
に
誇
り
を
持
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
と
の
思
い
で
、
仕
事

を
し
て
き
ま
し
た
。
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
野
木
）

　
▼
今
年
こ
そ
夢
だ
っ
た
「
本
物

の
も
み
の
木
ツ
リ
ー
」
を
飾
り
た

い
と
思
い
、
噂
の
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
に
買

い
に
行
っ
た
。
駐
輪
場
に
積
ま
れ

た
も
み
の
木
を
選
ん
で
新
聞
紙
で

ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
て
持
ち
帰
る

風
景
は
、
そ
れ
だ
け
で
一
つ
の
イ

ベ
ン
ト
の
様
だ
っ
た
。
持
ち
帰
っ

た
ツ
リ
ー
は
香
り
も
色
も
と
て
も

良
い
。手
作
り
の
飾
り
を
付
け
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
が
楽
し
み
。 （
川
﨑
）

　
▼
「
正
常
性
バ
イ
ア
ス
」
と
い

う
心
理
学
用
語
が
あ
る
。
多
少
の

異
常
事
態
が
起
こ
っ
て
も
正
常
範

囲
内
と
思
い
込
む
こ
と
で
、
心
の

平
静
を
保
つ
働
き
の
こ
と
だ
。
災

害
時
に
「
自
分
（
こ
の
地
域
）
は

大
丈
夫
」
と
思
っ
て
し
ま
う
の
は

「
正
常
性
バ
イ
ア
ス
」
の
働
き
に

よ
る
。
地
震
よ
り
も
日
常
性
の
高

い
雨
の
場
合
、
特
に
強
く
働
く
傾

向
に
あ
る
。
自
分
の
中
に
こ
う
い

う
バ
イ
ア
ス
（
＝
先
入
観
）
が
あ

る
と
知
っ
て
お
く
こ
と
は
自
分
と

家
族
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

る
か
も
し
れ
な
い
。 

（
山
本
こ
）
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単
年
度
収
支
は
、
前
年
度
黒
字

か
ら
３
７
３
９
万
円
の
赤
字
に
。

借
金
残
高
は
３
１
３
・
７
億
円

で
、
前
年
度
よ
り
３
・
５
億
円

（
１
・
１
％
）
増
加
し
た
。

　
大
阪
狭
山
市

　
収
入
は
２
０

５
億
３
３
８
４
万
円
、
支
出
は

２
０
０
億
２
３
６
０
万
円
。
実

質
収
支
は
４
億
６
６
２
９
万
円

の
黒
字
。
単
年
度
収
支
は
前
年

度
に
続
き
５
４
６
万
円
の
赤
字

に
。
借
金
残
高
は
１
７
３
億
円

で
、
前
年
度
よ
り
６
・
５
億
円

（
３
・
９
％
）
増
加
。〔
藤
原
〕

８
１
４
万
円
の
黒
字
。
前
年
度

繰
越
金
を
除
い
た
単
年
度
収
支

は
３
億
４
８
９
７
万
円
の
黒
字
。

前
年
度
の
赤
字
か
ら
黒
字
に
転

じ
、
実
質
、
単
年
と
も
黒
字
決

算
は
５
年
ぶ
り
の
こ
と
。
借
金

残
高
は
２
９
７
・
８
億
円
。
前

年
度
か
ら
13
・
１
億
円
（
４
・

６
％
）
増
加
し
た
。

　
河
内
長
野
市

　
収
入
は
３
３

８
億
６
３
０
４
万
円
、
支
出
は

３
３
７
億
２
４
１
２
万
円
。

　
翌
年
度
へ
の
繰
越
額
を
除
く

実
質
収
支
は
23
万
円
の
黒
字
。

６
１
３
万
円
。

　
翌
年
度
へ
の
繰
越
額
を
除
く

実
質
収
支
（
累
積
）
は
７
億
６

　
富
田
林
市

　
収
入
（
歳
入
）

は
４
１
１
億
４
８
７
５
万
円
、

支
出
（
歳
出
）
は
４
０
２
億
７

野
市
と
大
阪
狭
山
市
は
赤
字
。

借
金
（
地
方
債
）
は
各
市
と
も

増
加
し
た
。

　
富
田
林
市
で
は
、
18
年
度
決

算
（
一
般
会
計
）
の
単
年
度
収

支
が
黒
字
と
な
っ
た
。
河
内
長

　
11
月
24
日
、
金
剛
中
央
公
園

で
「
金
剛
バ
ル
・W

inter Land

」

が
開
催
さ
れ
た
。

　
３
時
か
ら
始
ま
っ
た
出
店
ブ

ー
ス
で
は
、
焼
き
そ
ば
や
エ
ビ

芋
コ
ロ
ッ
ケ
、
カ
レ
ー
や
ラ
ー

メ
ン
な
ど
様
々
な
料
理
が
販
売

さ
れ
た
。
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
や
カ

ス
テ
ラ
、
た
こ
せ
ん
や
ジ
ェ
ラ

ー
ト
な
ど
の
ス
イ
ー
ツ
も
充
実
。

大
勢
の
親
子
連
れ
な
ど
が
舌
鼓

を
打
っ
た
。
ま
た
富
田
林
ブ
ラ

ン
ド
の
商
品
や
和
雑
貨
、
花
な

ど
も
販
売
さ
れ
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
子
ど
も
達

の
ダ
ン
ス
や
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
、
居
合
や
ゴ
ス
ペ
ル
な
ど
、

12
団
体
が
華
や
か
な
演
技
や
演

奏
を
披
露
し
た
。
幼
稚
園
や
保

育
園
児
た
ち
が
飾
り
を
付
け
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ツ
リ
ー
の
前
で

は
、
自
分
の
作
品
を
見
つ
け
て

　
博
光
福
祉
会（
河
内
長
野
市
）

が
、
富
田
林
市
に
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
を
開
設
す
る
。

定
員
１
８
０
名
で
４
月
開
園
。

　
開
設
場
所
は
廿
山
地
区
。
藤

沢
台
６
丁
目
北
交
差
点
の
桜
珈

琲
の
東
隣
約
２
５
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
。
建
築
面
積
約
９
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
延
べ
約
２

千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
３
階
建
て

施
設
な
ど
を
整
備
す
る
。

　
定
員
は
、
保
育
所
が
０
歳
児

９
名
、
１
歳
児
と
２
歳
児
が
各

18
名
、
３
〜
５
歳
児
が
各
20
名

で
計
１
０
５
名
。
幼
稚
園
が
３

〜
５
歳
児
各
25
名
の
75
名
。

　
認
定
こ
ど
も
園
は
教
育
・
保

育
を
一
体
的
に
行
う
施
設
。
幼

　
大
阪
狭
山
市
と
河
内
長
野
市

で
は
昨
年
度
、
放
置
自
転
車
等

撤
去
事
業
で
撤
去
し
た
自
転
車

の
う
ち
、
引
き
取
り
の
な
い
自

転
車
の
一
部
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
な

ど
発
展
途
上
国
に
供
与
し
た
。

い
ず
れ
も
自
転
車
駐
車
場
整
備

セ
ン
タ
ー
を
経
由
。
富
田
林
市

で
は
業
者
に
売
却
し
て
い
る
。

　
大
阪
狭
山
市
で
は
金
剛
駅
や

大
阪
狭
山
市
駅
、
狭
山
駅
周
辺

を
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
。
自

転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
を
撤
去
、

保
管
し
、
保
管
料
を
徴
収
し
て

返
還
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
の
自
転
車
の
撤
去
台

数
は
４
０
０
台
で
、
２
８
８
台

を
返
還
し
た
。
引
き
取
り
の
な

か
っ
た
１
１
２
台
は
駐
車
場
整

備
セ
ン
タ
ー
に
譲
渡
。
そ
の
う

ち
有
効
活
用
で
き
る
33
台
を
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
22
台
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
11
台
供
与
し
た
。

　
河
内
長
野
市
で
は
、
千
代
田

駅
や
河
内
長
野
駅
周
辺
な
ど
４

地
区
を
禁
止
区
域
と
定
め
、
撤

去
し
た
自
転
車
な
ど
は
保
管
料

を
徴
収
し
て
返
還
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
の
自
転
車
の
撤
去
台

数
は
２
１
９
台
。
１
５
４
台
返

還
し
た
。
引
き
取
り
の
な
か
っ

た
65
台
を
駐
車
場
整
備
セ
ン
タ

ー
に
譲
渡
し
、
54
台
が
タ
イ
へ

供
与
さ
れ
た
。

　
富
田
林
市
で
は
金
剛
駅
、
滝

谷
駅
周
辺
な
ど
７
地
区
を
禁
止

区
域
に
指
定
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
の
自
転
車
の
撤
去
台

数
は
３
５
６
台
で
、
２
２
４
台

を
返
還
し
た
。
引
き
取
り
の
な

か
っ
た
１
３
２
台
は
登
録
業
者

に
売
却
し
た
。 

〔
藤
原
〕

　
博
光
福
祉
会
は
河
内
長
野
市

を
始
め
、
各
地
で
老
人
ホ
ー
ム

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

認
定
こ
ど
も
園
な
ど
を
運
営
。

富
田
林
市
で
は
、
高
辺
台
に
地

域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

を
開
設
し
て
い
る
。 

〔
藤
原
〕

保
連
携
型
、
幼
稚
園
型
、
保
育

所
型
、
地
方
裁
量
型
と
地
域
の

実
情
な
ど
に
応
じ
て
選
択
で
き

る
多
様
な
タ
イ
プ
が
あ
る
。

　
幼
保
連
携
型
は
、
幼
稚
園
的

機
能
と
保
育
所
的
機
能
の
両
方

を
併
せ
持
つ
単
一
の
施
設
。

て
い
る
。

　
支
援
者
に
は
金
剛
バ
ル
特
製

缶
バ
ッ
チ
を
進
呈
。
寄
付
の
問

い
合
わ
せ
は
金
剛
に
ぎ
わ
い
創

出
実
行
委
員
会
ま
で
。０
９
０
・

６
２
３
３
・
８
６
０
９
、
メ
ー

ルkongouw
interland@

gm
a

il.com
 

〔
川
﨑
〕

ト
は
、
商
業
と
観
光
、
地
域
住

民
が
連
携
し
、
地
域
の
に
ぎ
わ

い
作
り
と
ふ
る
さ
と
意
識
を
高

め
る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
。
年

々
来
場
者
は
増
え
、
今
年
は
約

３
８
０
０
人
だ
っ
た
。し
か
し
、

開
催
に
か
か
る
費
用
面
で
運
営

が
厳
し
い
た
め
、
寄
付
を
募
っ

写
真
を
撮
る
な
ど
、
地
域
な
ら

で
は
の
温
か
い
光
景
も
見
ら
れ

た
。「
地
域
の
子
ど
も
達
の
成
長

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
バ

ル
の
魅
力
の
一
つ
で
す
」
と
ス

タ
ッ
フ
。

運
営
の
寄
付
募
る

　
今
年
で
６
回
目
の
同
イ
ベ
ン

廿
山
に
認
定
こ
ど
も
園

来
春
開
園
　

幼
保
連
携
型
、定
員
180
人

撤
去
後
、引
き
取
り
の
な
い

自
転
車
を
海
外
へ

〝金剛バル〟に3800人
特産品の屋台や舞台発表も

河
内
長
野
と
狭
山
は
赤
字

富
田
林
５
年
ぶ
り
黒
字

18年度決算

狭山と　
河内長野
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保
健
施
設
ク
ロ
ー
バ
ー
悠
苑
へ
、

大
阪
狭
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
委
員
会
か
ら

電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
自
転
車
１

台
が
寄
贈
さ
れ
た
。

　
大
阪
狭
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
は
社
会
奉
仕
と
地
域
貢
献
を

理
念
と
し
て
お
り
、
道
幅
が
狭

く
、
軽
自
動
車
が
入
れ
な
い
場

所
が
多
い
同
地
域
で
の
訪
問
介

護
な
ど
日
々
の
業
務
を
円
滑
に

す
る
た
め
、
電
動
ア
シ
ス
ト
付

き
自
転
車
を
贈
呈
し
た
。
ク
ロ

ー
バ
ー
悠
苑
事
務
長
の
河
崎
利

男
さ
ん
は
「
こ
れ
で
ま
す
ま
す

き
め
細
か
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
ま
す
」
と
喜
ん
だ
。

　
「
今
後
も
様
々
な
形
で
地
域

貢
献
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と

同
ク
ラ
ブ
会
長
の
桑
原
雅
文
さ

ん（
大
野
台
）。

　
〔
山
本
こ
〕

が
あ
る
。

　
今
公
演
で
は
、「
黒
田
節
」
の

原
曲
と
な
っ
た
「
越え

殿て
ん

楽ら
く

」、聖

徳
太
子
の
出
陣
の
際
に
奏
し
た

と
言
わ
れ
る
「
陪ば
い
ろ臚
」
な
ど
、

雅
楽
の
代
表
的
な
演
目
を
披
露
。

中
で
も
、
前
田
五い

十す

鈴ず

く
ん
の

小
学
４
年
生
と
は
思
え
な
い
力

強
い
童
わ
ら
べ

舞
に
は
ひ
と
際
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　
来
場
者
は
「
荘
厳
で
心
が
洗

わ
れ
る
よ
う
」「
日
本
の
伝
統
文

化
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し

ま
し
た
」
と
感
動
を
隠
さ
な
か

っ
た
。「
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
音
楽

と
し
て
の
雅
楽
の
美
し
さ
を
伝

え
て
い
き
た
い
」と
山
口
さ
ん
。

　
メ
ン
バ
ー
募
集
中
。
毎
週
火

曜
夜
７
時
か
ら
。
今
熊
の
山
口

さ
ん
宅
に
て
。
会
費
な
し
。
未

経
験
者
歓
迎
。「
初
心
者
に
は
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
ま
す
」

と
。
体
験
は
事
前
に
連
絡
を
。

山
口
さ
ん
０
７
２
・
３
６
５
・

２
５
７
１ 

〔
山
本
こ
〕

世
界
最
古
の
合
奏
音
楽
と
い
わ

れ
て
い
る
。
太
鼓
・
琵び

琶わ

・
筝そ
う

・

篳ひ
ち
り
き篥
な
ど
の
楽
器
を
使
用
。
音

楽
だ
け
を
演
奏
す
る
「
管
弦
」、

舞
を
伴
う
「
舞
楽
」、
歌
を
楽

器
で
伴
奏
す
る
「
謡う

た
い
も
の物」
の
形

楽
と
い
え
ば
神
社
の
祭
事
な
ど

で
演
奏
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

「
ホ
ー
ル
で
の
雅
楽
単
独
の
公

演
は
南
大
阪
で
も
初
め
て
だ
と

思
い
ま
す
」
と
同
会
代
表
の
山

口
渡
さ
ん
（
今
熊
）。

　
雅
楽
の
歴
史
は
古
く
、
平
安

時
代
に
は
現
在
の
形
が
完
成
。

　
11
月
２
日
、
さ
や
か
ホ
ー
ル

で
狭
山
雅み
や
び

会
に
よ
る
「
は
じ
め

て
の
雅
楽
」
が
上
演
さ
れ
た
。

　
同
会
は
00
年
に
雅
楽
を
楽
し

む
会
と
し
て
発
足
。
学
校
や
福

祉
施
設
で
の
演
奏
を
中
心
に
活

動
し
て
き
た
が
、
今
回
初
め
て

ホ
ー
ル
で
の
公
演
に
挑
戦
。
雅

　
11
月
14
日
、
兵
田
病
院
（
山

本
東
）
が
運
営
す
る
介
護
老
人

　
す
ば
る
ホ
ー
ル
２
階
の
ロ
ビ

ー
で
「
す
ば
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
９
」

を
25
日
ま
で
開
催
中
。

　
地
域
で
活
動
す
る
団
体
や
サ

ー
ク
ル
12
組
が
飾
り
付
け
た
個

性
的
な
ツ
リ
ー
が
、
ク
リ
ス
マ

ス
の
ワ
ク
ワ
ク
気
分
を
盛
り
上

げ
て
い
る
。
ツ
リ
ー
に
は
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
で
作
っ
た
オ
ー
ナ
メ

ン
ト
な
ど
が
飾
ら
れ
て
お
り
、

一
つ
一
つ
を
じ
っ
く
り
眺
め
る

の
も
楽
し
い
。

　
ま
た
、
星
形
の
オ
ー
ナ
メ
ン

ト
に
願
い
を
書
い
て
ツ
リ
ー
に

飾
る
「
星
に
願
い
を
」
の
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
そ
の
場
で
記
入

し
て
参
加
で
き
る
。 

〔
川
﨑
〕

老
健
施
設
に
電
動
自
転
車

狭
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
贈
る

25
日
ま
で
Ｘ
マ
ス
ム
ー
ド

　

す
ば
る
ホ
ー
ル
の
ロ
ビ
ー

狭
山
の
雅
楽
グ
ル
ー
プ
が

初
の
ホ
ー
ル
公
演
メンバー募る
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走
行
中
に
転
倒
。
左
ろ
っ
骨
を

骨
折
。

競
技
中
に
ぶ
つ
か
り

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

脳
震
と
う

★
★
★
★

　
９
月
14
日
夕
方
、
金
剛
東
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
少
年
が
運
動

競
技
中
に
他
の
選
手
と
接
触
。

脳
震
と
う
。

校
内
で
の

☆
☆
☆
☆

ケ
ガ
相
次
ぐ

★
★
★
★
★

 

　
９
月
26
日
夜
、
狭
山
市
内
の

学
校
で
、
16
歳
女
性
が
倒
立
を

し
て
い
た
際
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
て
転
倒
。
右
肩
の
関
節
を
脱

き
ゅ
う
。

　
９
月
27
日
昼
、
狭
山
市
内
の

学
校
で
、
15
歳
男
性
が
１
０
０

　
９
月
21
日
昼
、
西
山
台
３
丁

目
の
施
設
で
、
81
歳
女
性
が
卓

球
の
練
習
中
に
、
足
を
滑
ら
せ

転
倒
。
腰
つ
い
圧
迫
骨
折
。

野
外
活
動

☆
☆
☆
☆

で
や
け
ど

★
★
★
★

 

　
９
月
22
日
昼
、
東
野
東
の
施

設
で
、
８
歳
男
児
が
飯
ご
う
炊

さ
ん
で
カ
レ
ー
を
作
っ
て
い
た

際
、
手
が
引
っ
掛
か
り
、
左
太

も
も
を
や
け
ど
。

バ
イ
ク
で

☆
☆
☆
☆
転
ん
で
骨
折

★
★
★
★
★

 

　
９
月
12
日
昼
、
寺
池
台
の
路

上
で
、
50
代
男
性
が
バ
イ
ク
で

メ
ー
ト
ル
走
中
に
、
左
股
関
節

に
痛
み
が
走
っ
た
。
腸
骨
の
は

く
離
骨
折
。

耳
掃
除
で

☆
☆
☆
☆

男
児
ケ
ガ

★
★
★
★

 

　
10
月
22
日
夕
方
、
狭
山
市
内

の
住
宅
で
、
母
親
が
２
歳
男
児

の
耳
掃
除
を
し
て
い
た
際
、
外

耳
付
近
を
傷
付
け
た
。

草
に
足
取

☆
☆
☆
☆

ら
れ
て
骨
折

★
★
★
★
★

 

　
10
月
９
日
昼
、岩
室
の
庭
で
、

57
歳
男
性
が
草
刈
り
の
作
業
中

に
、草
に
足
を
取
ら
れ
て
転
倒
。

右
の
か
か
と
を
骨
折
。

犯
人
は
20
歳
〜
30
歳
ぐ
ら
い
。

細
見
、
白
色
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
に

Ｇ
パ
ン
を
は
い
て
い
た
。

男
が
肩
叩
き

☆
☆
☆
☆
☆

 

女
児
に
「
か
わ
い
い
ね
」

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

　
10
月
２
日
夕
方
、
く
み
の
木

３
丁
目
の
路
上
で
、
歩
い
て
い

た
児
童
が
後
ろ
か
ら
近
付
い
て

き
た
男
に
肩
を
叩
か
れ
、「
お
嬢

ち
ゃ
ん
か
わ
い
い
ね
」
と
声
を

掛
け
ら
れ
た
。男
は
２
人
組
で
、

ど
ち
ら
も
身
長
１
８
０
セ
ン
チ

く
ら
い
で
、
中
肉
だ
っ
た
。

女
児
が
携
帯

☆
☆
☆
☆
☆
向
け
ら
れ
る

★
★
★
★
★

 

　
９
月
22
日
夕
方
、
富
田
林
署

管
内
の
路
上
で
、
小
学
生
女
児

が
男
に
携
帯
電
話
を
向
け
ら
れ

た
。
男
は
60
歳
ぐ
ら
い
で
、
メ

ガ
ネ
を
か
け
て
い
た
。

う
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
。侵

入
者
に

☆
☆
☆
☆

 

部
屋
を
の
ぞ
か
れ
る

★
★
★
★
★
★
★
★

 

　
９
月
22
日
未
明
、
黒
山
署
管

内
の
住
宅
で
、
２
階
の
ベ
ラ
ン

ダ
へ
侵
入
し
た
男
に
室
内
を
の

ぞ
か
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
。

　
９
月
19
日
朝
、
富
田
林
署
管

内
の
住
宅
で
、
警
察
官
を
か
た

る
人
物
か
ら
「
外
国
人
を
捕
ま

え
た
ら
あ
な
た
の
名
義
の
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
た
。
盗
難
車
の

中
か
ら
あ
な
た
の
名
義
の
カ
ー

ド
が
見
つ
か
っ
た
」
な
ど
と
い

　
富
田
林
中
学
・
高
校
の
門
を

入
る
と
木
の
香
り
が
す
る
ロ
グ

ハ
ウ
ス
の
建
物
が
目
に
付
く
。

１
１
０
年
記
念
事
業
と
し
て
12

年
に
建
設
さ
れ
た
同
窓
会
会
館

だ
。

　
同
会
館
は
同
窓
会
を
中
心
に
、

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
子
ど
も
た

ち
の
将
来
の
た
め
に
、
形
と
し

て
残
し
、
卒
業
し
て
か
ら
も
目

を
向
け
て
も
ら
え
る
も
の
を
と

い
う
目
的
で
作
ら
れ
た
。
日
頃

は
在
校
生
約
70
人
が
、
午
後
７

時
ま
で
自
主
勉
強
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
土
日
に
は
Ｏ
Ｂ
が

会
議
に
使
う
こ
と
も
あ
り
、
活

気
に
満
ち
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
校
で
は
昨
年
６
月

に
中
高
一
貫
記
念
館
（
岸
本
記

念
ホ
ー
ル
）
を
建
設
。
在
校
生

の
学
習
活
動
や
探
究
活
動
、
多

目
的
活
動
の
ほ
か
、
寺
内
町
な

ど
と
の
イ
ベ
ン
ト
交
流
の
発
表

の
場
な
ど
毎
日
様
々
な
活
動
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
、
地
域

の
文
化
セ
ン
タ
ー
に
な
る
目
標

も
掲
げ
て
い
る
。

　
同
会
館
は
同
校
同
窓
会
会
長

で
、
元
大
阪
大
総
長
の
岸
本
忠

三
さ
ん
が
中
心
に
な
り
建
設
。

リ
ウ
マ
チ
の
研
究
の
第
一
人
者

で
、
多
く
の
人
を
助
け
て
貢
献

し
て
き
た
岸
本
さ
ん
。
同
窓
会

は
、
こ
の
先
輩
の
功
績
を
在
校

生
に
誇
り
に
思
っ
て
ほ
し
い
と

の
思
い
で
同
記
念
館
の
名
と
し

た
。

　
同
校
で
は
２
つ
の
会
館
の
目

的
を
明
確
に
し
て
様
々
な
活
動

の
幅
を
広
げ
て
い
る
。〔
野
木
〕

「
菜
ご
も
か
」が

酒
蔵
で
イ
ベ
ン
ト

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

 

　
寺
内
町
で
手
作
り
作
品
の
販

売
や
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
を
営

む
「
菜
ご
も
か
」
が
、
11
月
１

日
に
旧
万ば
ん

里り
の

春は
る

酒
造
酒
蔵
で「
じ

な
い
ま
ち
DE
菜
ご
も
か
」
を
開

催
し
た
。

　
手
作
り
作
品
の
販
売
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー

な
ど
25
ブ
ー
ス
が
出
店
。
舞
台

で
は
書
道
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
、

シ
ン
ギ
ン
グ
ボ
ウ
ル
な
ど
多
種

多
様
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
イ

す
ば
る
ホ
ー
ル

で
ク
ラ
フ
ト
展

　
11
月
19
日
〜
21
日
、
す
ば
る

ホ
ー
ル
で
「
ハ
ー
ト
パ
ル
ク
ラ

フ
ト
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
約
70
人
の
メ
ン
バ
ー
が
織
物

や
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
、
布
小
物

や
革
小
物
な
ど
様
々
な
手
作
り

品
を
約
５
千
点
出
展
し
た
。
色

鮮
や
か
な
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正

月
の
飾
り
が
人
気
を
集
め
た
。

　
す
ば
る
ホ
ー
ル
で
15
年
以
上

続
く
同
イ
ベ
ン
ト
は
６
月
と
11

月
の
年
２
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

毎
回
好
評
で
、
初
日
に
は
３
０

０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
次
回
は
来
年
６
月
16
日
〜
18

日
に
開
催
予
定
。
問
い
合
わ
せ

＝
ハ
ー
ト
パ
ル
ク
ラ
フ
ト
の
高

橋
さ
ん
０
７
２
１
・
24
・
３
２

４
４ 

〔
川
﨑
〕

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
た
。

　
ま
た
、
寺
内
町
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス

で
は
写
真
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
展
示
し
、
寺
内
町
の
魅
力

を
発
信
し
た
。

　
旧
万
里
春
酒
造
酒
蔵
は
、
寺

内
町
の
文
化
発
信
基
地
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
イ
ベ
ン

ト
利
用
と
し
て
の
貸
し
出
し
が

終
了
。「
菜
ご
も
か
」
が
企
画
し

た
同
イ
ベ
ン
ト
が
、
最
後
を
飾

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
た
っ
た
２
回
の
開
催
だ
っ

た
が
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が

あ
り
、
つ
な
が
り
が
で
き
た
。

そ
ん
な
方
々
が
ま
た
寺
内
町
に

来
て
く
だ
さ
る
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
う
れ
し
い
」
と
「
菜
ご
も

か
」
店
主
の
木
村
和
子
さ
ん
。

　
菜
ご
も
か
の
営
業
は
金
・
土

11
時
〜
５
時
。
レ
ン
タ
ル
ス
ペ

ー
ス
は
予
約
が
あ
れ
ば
営
業
。

問
い
合
わ
せnagom

oca19@
ya

hoo.ne.jp 

〔
川
﨑
〕

　
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
「
タ
ン
テ
・
ジ

ラ
ソ
ー
レ
」。メ
ン
バ
ー
の
田
中

昭
久
さ
ん
が
司
会
を
務
め
、「
街

の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
マ
ン
」「
真
白

　
11
月
24
日
藤
沢
台
の
老
人
い

こ
い
の
家
・
藤
寿
荘
で
「
藤
寿

荘
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。

藤
寿
荘
は
、
藤
沢
台
の
敬
老
会

「
み
の
り
会
」
と
「
藤
敬
会
」

が
協
力
し
運
営
す
る
集
会
所
。

き
富
士
の
嶺
」
な
ど
１
０
０
曲

以
上
の
歌
集
の
中
か
ら
、
リ
ク

エ
ス
ト
曲
を
募
り
、
13
曲
を
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
伴
奏
に
合
わ

せ
て
参
加
者
全
員
で
歌
っ
た
。

　
午
後
か
ら
は
「
大
正
琴
ク
ラ

ブ
」
に
よ
る
演
奏
、「
レ
デ
ィ
ー

ス
・
プ
ア
」
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン

ス
の
他
、「
す
み
れ
コ
ー
ラ
ス
部
」、

「
社
交
ダ
ン
ス
」
が
練
習
の
成

果
を
披
露
し
た
。 

〔
川
﨑
〕

81
歳
女
性
が
卓
球
で
足
を
滑
ら
せ
骨
折

警
察
官
か
た
る
不
審
な
電
話

自
習
や
発
表
に
も

富
田
林
中
・
高
校
の
同
窓
会
館

アコーディオンの伴奏で合唱
　藤沢台の藤寿荘まつり　
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金
剛
公
民
館
の

祭
り
に
ぎ
わ
う

　
11
月
９
・
10
日
に
金
剛
公
民

館
で
「
公
民
館
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
た
。

　
例
年
公
民
館
の
駐
車
場
で
行

わ
れ
て
い
た
模
擬
店
は
、
公
民

館
裏
の
高
辺
台
２
号
公
園
に
場

所
を
変
更
し
て
開
催
。
人
気
の

チ
ヂ
ミ
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

手
作
り
ク
ッ
キ
ー
、
富
田
林
市

の
特
産
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
た
。

　
ホ
ー
ル
の
舞
台
発
表
は
、
小

金
台
小
学
校
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル

の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
演
奏
に
始

ま
り
、
オ
カ
リ
ナ
や
日
舞
、
手

話
で
一
緒
に
歌
う
「
手
話
歌
」

な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。
ま
た
、

ト
リ
の
女
性
コ
ー
ラ
ス
は
来
場

者
と
昭
和
歌
謡
の
大
合
唱
で
盛

り
上
が
っ
た
。

　
別
館
和
室
で
行
わ
れ
た
「
お

茶
会
」
で
は
、
秋
の
も
み
じ
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
和
菓
子
が
提
供

さ
れ
、
本
格
的
な
茶
席
を
気
軽

に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
、

好
評
だ
っ
た
。 

〔
川
﨑
〕

自
治
会
主
催

の
文
化
祭

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
金
剛
東

　
11
月
16
・
17
日
、
津
々
山
台

の
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
コ
ー
プ
金

剛
東
で
、
自
治
会
主
催
の
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
た
。

　
展
示
の
部
で
は
同
マ
ン
シ
ョ

ン
の
サ
ー
ク
ル
の
作
品
、
絵
手

紙
や
俳
句
、
木
工
細
工
、
子
ど

も
達
に
よ
る
書
道
な
ど
、
力
作

が
展
示
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
向
陽
台
の
マ

ン
シ
ョ
ン
「
リ
ベ
ラ
ス
」
の
絵

画
ク
ラ
ブ
「
ま
ほ
ろ
ば
」
も
参

加
し
、会
場
に
彩
り
を
添
え
た
。

　
舞
台
の
部
で
は
、
住
人
に
よ

る
本
格
的
な
チ
ェ
ロ
演
奏
や
カ

ン
ト
リ
ー
＆
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

も
披
露
さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。 

〔
川
﨑
〕

　
く
み
の
き
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
は
、
歩
行
に
特
化

し
た
「
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
歩
行
ア
シ

ス
ト
」
を
８
月
か
ら
導
入
。
約

50
人
の
利
用
者
が
体
験
し
、
足

が
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

歩
幅
が
広
が
る
な
ど
の
効
果
が

表
れ
て
い
る
。

　
歩
行
ア
シ
ス
ト
と
は
、
股
関

節
の
動
き
を
手
助
け
す
る
こ
と

で
、
歩
行
動
作
を
誘
導
す
る
歩

行
訓
練
機
器
。
腰
フ
レ
ー
ム
、

モ
ー
タ
ー
、
大
腿
フ
レ
ー
ム
の

３
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
歩

行
時
の
左
右
対
称
性
・
可
動
範

囲
・
歩
行
速
度
な
ど
を
計
測
し
、

そ
の
場
で
確
認
。
履
歴
な
ど
を

Ｐ
Ｃ
で
集
計
す
る
こ
と
も
可
能
。

　
脳
卒
中
の
後
遺
症
で
歩
行
障

害
の
あ
る
人
の
リ
ハ
ビ
リ
で
の

使
用
か
ら
、
高
齢
者
の
廃
用
症

候
群
（
寝
た
き
り
に
よ
っ
て
身

体
能
力
や
精
神
状
態
が
悪
く
な

る
こ
と
）
の
予
防
、
歩
行
能
力

の
維
持
向
上
に
も
使
用
さ
れ
て

い
る
。「
器
具
を
着
け
て
階
段
を

上
り
下
り
し
た
後
、
外
し
て
か

ら
も
う
一
度
歩
く
と
、
足
が
軽

く
な
り
歩
き
や
す
く
な
る
」
と

利
用
者
に
も
好
評
だ
。〔
野
木
〕

歩
行
訓
練
機
を
導
入

く
み
の
き
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

首
里
城
再
建
を
願
う

三
線
同
好
会「
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
」

★紹介ご希望のサークルは、編集部まで電話下さい。

　
沖
縄
で
オ
ー
ダ
ー
し
た
と
い

う
衣
装
に
身
を
包
み
、
沖
縄
民

謡
を
中
心
に
三
線
を
弾
き
な
が

ら
歌
う
「
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
」。い

ち
ご
を
栽
培
す
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
近
く
で
練
習
を
始
め
た

の
が
名
前
の
由
来
だ
。

　
60
才
70
才
の
手
習
い
で
三
線

を
始
め
た
個
性
豊
か
な
11
人
の

メ
ン
バ
ー
。
堺
市
の
支
援
学
校

や
富
田
林
市
の
施
設
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
演
奏
す
る
な
ど
の
活

動
を
し
て
い
る
。

　
11
月
４
日
に
は
、
す
ば
る
ホ

ー
ル
で
２
回
目
と
な
る
「
唄
三

線
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
た
。

１
０
０
人
程
の
来
場
者
が
「
黄

金
の
花
」
や
「
お
じ
い
自
慢
の

オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
」
な
ど
沖
縄

の
音
楽
を
楽
し
ん
だ
。

　
メ
ン
バ
ー
は
10
月
30
日
の
首

里
城
焼
失
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
、
発
表
会
の
開
催
を
中

止
す
る
こ
と
も
考
え
た
が
、
再

建
に
協
力
し
た
い
、
と
会
場
に

首
里
城
募
金
箱
を
設
置
し
た
。

会
場
で
は
４
万
円
以
上
の
募
金

が
集
ま
り
、
富
田
林
市
を
通
じ

て
沖
縄
県
那
覇
市
の
首
里
城
再

建
支
援
募
金
の
口
座
に
振
り
込

ま
れ
た
。「
皆
様
の
ご
協
力
に
感

謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
少
し
で

も
首
里
城
再
建
に
貢
献
で
き
れ

ば
う
れ
し
い
」
と
メ
ン
バ
ー
の

北
勝
子
さ
ん
。

　
毎
月
第
２
土
曜
６
時
〜
８
時

に
金
剛
公
民
館
で
練
習
を
し
て

い
る
（
現
在
メ
ン
バ
ー
募
集
は

し
て
い
な
い
）。

　
問
い
合
わ
せ
＝
い
ち
ご
畑
の

米ま
い
む夢
ち
ゃ
ん
内
い
ち
ご
ク
ラ
ブ

代
表
和
田
さ
ん
０
７
２
１
・
55
・

４
３
５
０ 

〔
川
﨑
〕
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〈イラ
スト〉

竹城台
・ぐみ

さん

A
D

G

B
E

H

F
I

C

　
左
の
２
つ
の
絵
に
違
う
と
こ
ろ
が
４
か
所
あ
り
ま
す
。

ま
ち
が
い
の
あ
る
コ
ー
ナ
ー
を
記
号
で
答
え
て
下
さ
い
。

　●住所・氏名・電話番号・年齢を記入の上、ハガキまたはＦＡＸ、メールで。
12月17日（火）必着。抽選で３人にＪＣＢギフト券（千円）を進呈。２週目に
前月分をまとめて発送します。●あて先＝〒590－0105 堺市南区竹城台
３丁22番２号、コミュニティ・まちがいさがし係（ＦＡＸ 072・291・5473 
メールhome@community2525.com）●答と当選者発表は１月９日号。

　●応募ハガキの余白に必ず投稿をY　身の回りの
出来ごと、ホームページと紙面に掲載します。
●まちがいさがし用のイラストも歓迎。ハガキに
黒いペンで横書きに描いて下さい。１枚でＯＫ
（ペンネーム可）。採用分にはクオカード進呈。 応募はこちらから

ィガン（グレー、日本製、６万円で購
入、１～２回着用）を１万円で ▽毛皮
のロングコート（紫と黒のグラデー
ション、30万円で購入、未着用）を１
万8000円で ▽スカーフ（ラメ入り、正
方形、６万円で購入、２～３回着用）
を8000円で、譲ります。
 （三原台・中尾072-291-7115）
◆２畳用の電気ホットカーペット（本
体のみ） ▽布ぞうりの編み台と１足
分の材料をいずれも無料で、取りに
来られる方に譲ります。
 （竹城台・魚

うお

波
なみ

080-3821-8389）
◆子猫（メス、生後２か月くらい、黒、健
診・ワクチン済み、人懐こい） ▽子猫
（オス、生後２か月過ぎ、キジ白、健診
済み、エイズ・白血陰性、甘えん坊）を
責任を持って室内飼いしてくださる
方もらってください。
 （竹城台・熊谷090-8795-8538、連絡は
ショートメールで）

◆木の枝に乗っているリスのはく製を
無料で取りに来られる方に譲ります。
 （槇塚台・林072-292-2978）

栂　地　区

◆家具調ホームこたつ（幅80×奥行80cm、

天板は木工屋さんにオーダーして作
ってもらったもの、おしゃれで個性
的です）を5000円で取りに来られる
方に譲ります。

 （御池台・木田090-5016-0878）

泉北周辺地区

◆リカちゃんのキャットタワーと家具
を1000円で ▽となりのトトロの保温
ランチジャー（未使用）を2000円で

▽くもんのジグソーパズル（STEP
１・２・３・４）をまとめて3000円で ▽

ファミリアの子供食器（コップ・お茶
碗・ケース付きお箸とスプーンのセ
ット、ノリタケとのコラボ商品です、
未使用）を1500円で ▽ミッキーマウ
スの扉付き整理タンスとチェスト
（扉付き整理タンス=幅90×奥行45
×高さ140cm、チェスト＝幅90×奥
行45×高さ150cm、引き出しのみ、目
立つ傷なく奇麗です、どちらか１つ
でも可、お届け不可）を無料で、取り
に来られる方に譲ります。タンス以
外は近くならお届け可。

 （楢葉・内田090-9287-8490、連絡は午

前９時～午後９時に）
◆電気炊飯器（3.5合、２年前にもらっ
て数回使用）を1000円で取りに来ら
れる方に譲ります。

 （浜寺石津町中・藤原090-8198-7908）
◆収納ケース３点（大=幅39×奥行72×
高さ29cm・１個、小=幅39×奥行72
×高さ22cm・２個）をまとめて1500
円で取りに来られる方に譲ります。
お届けも可。
 （王子町・山内080-1401-1030、jigen.de
dede@icloud.com、連絡は午前10時
～午後３時に）

譲ってください

栂　地　区

◆もちつき道具（臼・杵
きね

・せいろなど）を
無料か格安で譲ってください。地域
のもちつき大会で使います。

 （庭代台・西
にしだ

等080-2418-5639）

和泉中央地区

◆和泉緑ヶ丘幼稚園の女児制服と体操
服やバッグ・帽子・水着などとその他
小物を無料か格安で譲ってくださ
い。４月に入園予定です。取りに伺い
ます。

 （のぞみ野・遠藤pomchun@kvp.biglo
be.ne.jp）

泉北周辺地区

◆感熱紙レシート対応のレジスター
（色・ブランドは問いません。美品で
可動品を希望、部門ボタンなどがあ
ればうれしいです）を無料で譲って
ください。友人が店舗で使いたいそ
うです。取りに伺います。
 （光明台・小坂080-1458-0000、連絡は
午後１時40分～夜に）
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金剛地区

◆小型炊飯器を1500円で ▽電気フライ
ヤーを1500円で ▽お盆を300円で譲
ります。いずれも単身で約１年使用
したものです。
 （藤沢台・西本0721-28-3619、連絡は
午後６時以降に）
◆座布団10枚 ▽カウンターチェア５脚
をいずれも1000円で、取りに来られ
る方に譲ります。
 （向陽台・冨永090-6065-7088）
◆ヤマハのエレクトーン（EL-37、美
品、少し古い物ですがまだまだ十分
使えます）を無料で取りに来られる
方に譲ります。
 （桜ケ丘町・榎田090-3825-7649、連絡
は午後６時～午後９時に）

狭山地区

◆下駄箱（高さ約102cm） ▽レコードプ
レーヤー・アンプ・スピーカー（動作
確認なし、実家で眠っていたもので

す） ▽物置（長い間屋外の屋根付きの
場所で使用していたので汚れや傷が
あります）をいずれも無料で、取りに
来られる方に譲ります。

 （西山台・黒田090-6663-0008）

◆ロクサーニのアルミホイール４本

（プリウス・アテンザ用、18インチ、
7.5J、ホイールのみ）を１万2000円で
譲ります。

 （今熊・口野090-1072-9567）

金剛狭山周辺地区

◆松下電器産業のバスポンプ（N-30P、
洗濯機用、新品）を1000円で取りに来
られる方に譲ります。

 （あかしあ台・大堀0721-54-0338）

泉ヶ丘地区

◆カシミヤのコート（カシミヤ100％、
紫色、日本製、60万円で購入、数回着
用）を３万円で ▽カシミヤのブレザ
ー（ダブル、黒、フランス製、20万円
で購入、未着用）を２万円で ▽カーデ

譲ります
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　画面中央は1980年４月に開校した金剛高校。すぐ後
ろに見えるのは同じく建設中の藤沢台小学校。葛城中
学校とあわせて３校が同時期に開校した。周辺の住宅
建設は当初予定より遅れ気味。がらんとした土地に急
ピッチで学校建設が進む。

　富田林市内で３つ目の高校として開校
した。周辺は住宅が建ち並んでいる。

勧
請
縄
掛
け
と

蝋
梅
の
里
散
策

　
「
新
春
の
ウ
ォ
ー
ク
／
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
共
に
」
で

は
参
加
者
を
募
集
中
。

　
１
月
５
日
、「
勧か
ん

請じ
ょ
う

縄な
わ

掛
け
見

学
と
蠟ろ
う

梅ば
い

の
里
の
散
策
」（
約
５

キ
ロ
・
里
歩
き
コ
ー
ス
）。天
見

駅
改
札
口
前
で
９
時
か
ら
受
け

付
け
。
天
見
駅
〜
流な

が
れ

谷た
に

八は
ち

幡ま
ん

神

社
〜
十
三
仏
碑
〜
蠟
梅
の
里
〜

八
幡
神
社
〜
勧
請
縄
掛
け
神
事

の
見
学
。
12
時
頃
解
散
。
先
着

20
人
。
参
加
費
３
０
０
円
。
弁

当
・
飲
み
物
・
健
康
保
険
証
・

雨
具
な
ど
持
参
。
12
月
16
日
か

ら
電
話
で
受
け
付
け
。
雨
天
中

止
（
予
備
日
な
し
）。申
し
込
み

と
問
い
合
わ
せ
＝
か
わ
ち
な
が

の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
倶
楽
部

０
７
２
１
・
55
・
０
１
０
０

泉
ヶ
丘
で
18
日
〜

 

泉
ヶ
丘
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
前
ビ
ッ
グ

ア
イ
で
。
資
料
代
要
▽
18
日
＝

２
時
〜
４
時
に
古
代
史
講
座
。

テ
ー
マ
は
「
平
泉
藤
原
氏
の
栄

光
と
悲
劇
」。講
師
は
元
木
泰
雄

氏
。
藤
野
さ
ん
０
７
２
・
２
３

６
・
６
５
６
６
▽
20
日
＝
９
時

半
〜
11
時
半
に
万
葉
集
講
座
。

テ
ー
マ
は
「
帰
京
」。講
師
は
村

田
右
富
実
氏
。
河
合
さ
ん
０
７

２
・
２
３
５
・
９
８
８
６
▽
20

日
＝
２
時
〜
４
時
に
源
氏
物
語

講
座
。
テ
ー
マ
は
「
夕
霧
の
紫

上
垣
間
見
と
思
慕
」。講
師
は
大

槻
福
子
氏
。柴
田
さ
ん
０
７
２
・

２
９
２
・
４
４
４
８
▽
21
日
＝

２
時
〜
４
時
に
近
代
文
学
講
座
。

テ
ー
マ
は
「
忠
臣
蔵
／
大
佛
次

郎
『
赤
穂
浪
士
』
と
堺
屋
太
一

『
峠
の
群
像
』」。
講
師
は
西
尾

宣
明
氏
。
岸
さ
ん
０
７
２
・
２

９
７
・
１
８
３
０

泉＊
北
教
養
講
座

建設中の金剛高校
1979（昭和54）年11月

29

今

昔の街の写真を送って下さい　ご住所・氏名・電話番号に「いつ・どこで」撮影したものかを書き添えて。郵送でもメール添付でも可。採用分には薄謝進呈。
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藤
沢
台
小
学
校
前
の
焼
き
立

て
パ
ン
「
ブ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
シ

ョ
コ
ラ
」
０
７
２
１
・
28
・
７

０
７
０
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
特

別
な
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
の
予
約
を

受
け
付
け
中
。
こ
だ
わ
り
の
サ

ク
サ
ク
の
パ
イ
生
地
に
、
カ
ス

タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
を
た
っ
ぷ
り

使
用
。
大
き
な
サ
イ
ズ
の
イ
チ

ゴ
が
そ
の
ま
ま
ご
ろ
り
と
入
っ

て
い
る
の
も
う
れ
し
い
。
２
３

０
０
円
（
税
込
み
）、予
約
の
み

の
販
売
。
14
日
ま
で
は
早
期
予

約
特
典
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
パ

ン
（
バ
ケ
ッ
ト
ま
た
は
バ
タ
ー

ル
）
を
１
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
予

約
締
切
は
21
日
だ
が
、
限
定
50

に
達
し
た
時
点
で
締
め
切
る
。

受
け
取
り
は
24
日
ま
た
は
25
日
。

　
ま
た
、
24
日
と
25
日
の
２
日

間
は
バ
ケ
ッ
ト
と
バ
タ
ー
ル（
各

２
５
０
円
）
が
半
額
に
。
ク
リ

ス
マ
ス
デ
ィ
ナ
ー
の
お
供
に
オ

ス
ス
メ
。
７
〜
20
時
。
日
・
月
・

祝
休
。※
31
日
〜
１
月
６
日
休
。

７
日
よ
り
通
常
営
業
。

丸
ご
と
入
っ
た
ロ
ブ
ス
タ
ー
の

他
、
ぶ
り
照
焼
、
本
棒
だ
ら
、

有
頭
エ
ビ
、
鹿
児
島
か
ら
特
注

で
取
り
寄
せ
る
紅
白
か
ま
ぼ
こ

な
ど
全
27
品
が
３
段
重
に
ぎ
っ

し
り
。冷
凍
品
は
一
切
不
使
用
。

１
万
８
５
１
８
円
。
ま
た
、
正

月
用
に
人
気
の「
サ
バ
き
ず
し
」

（
片
身
・
７
４
０
円
）
は
静
岡

県
焼
津
産
の
さ
ば
を
使
用
し
た

手
作
り
。
お
せ
ち
と
一
緒
に
ぜ

ひ
。
全
て
税
別
。
お
せ
ち
は
27

日
締
め
切
り
、
引
き
渡
し
は
31

日
の
午
前
中
。
宅
配
料
別
途
５

０
０
円
。
店
舗
営
業
は
29
日
ま

で
。
９
時
〜
21
時
。
月
休
。

円
に
、進
物
用
サ
イ
ズ
が
登
場
。

８
種
16
個
入
り
の
「
す
え
ひ
ろ

や
っ
つ
ま
め
」
２
１
６
０
円
か

ら
12
種
40
個
入
「
す
え
ひ
ろ
じ

ゅ
う
に
ま
め
」
５
４
０
０
円
ま

で
全
３
種
。
セ
ー
ル
期
間
中
は

消
費
税
サ
ー
ビ
ス
。
全
国
配
送

は
一
律
８
０
０
円
（
北
海
道
・

沖
縄
は
１
６
０
０
円
）。８
時
〜

17
時
。期
間
中
は
駐
車
場
完
備
。

こ
だ
わ
り
の
お
せ
ち

サ
バ
き
ず
し
も
人
気

　
金
剛
駅
西
口
前
の
弁
当
・
惣

菜
の
「
味
音
」
０
７
２
・
３
６

６
・
９
３
４
８
で
は
、
お
せ
ち

の
予
約
を
受
け
付
け
て
い
る
。

ど
定
番
の
豆
菓
子
を
は
じ
め
、

あ
ら
れ
、
せ
ん
べ
い
、
甘
な
っ

と
う
や
、
迎
春
菓
子
が
並
ぶ
。

季
節
限
定
ほ
う
じ
茶
黒
豆
や
和

三
盆
小
豆
な
ど
個
性
派
が
そ
ろ

う
「
チ
ャ
ッ
ク
シ
リ
ー
ズ
」
も

３
袋
千
円
、
４
袋
千
円
の
セ
ー

ル
あ
り
。
両
日
共
に
午
後
は
売

り
切
れ
る
品
も
あ
る
の
で
午
前

中
が
お
す
す
め
。

　
ま
た
、
化
粧
箱
入
り
「
な
な

つ
い
ろ
ま
め
」
７
種
１
０
８
０

　
富
田
林
市
須
賀
２
丁
目
の「
冨

士
屋
製
菓
本
舗
」
０
７
２
１
・

52
・
２
９
６
６
で
14
・
15
日
、

半
期
に
一
度
の
特
売
セ
ー
ル
。

通
常
２
０
０
〜
３
０
０
円
の
商

品
が
、
よ
り
ど
り
６
袋
で
１
１

０
０
円
に
。
甘
辛
い
し
ょ
う
ゆ

味
が
人
気
の
「
雀
の
玉
子
」
な

商
品
の
「
バ
ジ
ル
風
味
の
エ
ビ

ア
ボ
カ
ド
」
２
３
０
円
は
、
ぷ

り
ぷ
り
の
エ
ビ
と
ク
リ
ー
ミ
ー

な
ア
ボ
カ
ド
が
バ
ジ
ル
の
風
味

と
相
性
抜
群
。
創
業
当
時
か
ら

変
わ
ら
ぬ
人
気
の
看
板
商
品「
グ

ロ
ッ
チ
ェ
ン
チ
ー
ズ
」90
円
は
、

今
だ
け
５
本
４
２
０
円
セ
ッ
ト

販
売
中
。
全
て
税
別
。
８
時
〜

20
時
半
。
２
階
レ
ス
ト
ラ
ン
は

９
時
〜
17
時
。
金
土
日
祝
は
８

時
〜
21
時
ま
で
。

ク
ザ
ク
と
し
た
薄
皮
の
衣
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
コ
ク
の
あ
る
カ
レ

ー
が
た
っ
ぷ
り
。
揚
げ
立
て
の

お
い
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
う

た
め
、
日
に
７
〜
８
回
に
分
け

て
作
る
。
出
来
上
が
り
に
は
鐘

を
鳴
ら
し
て
知
ら
せ
て
い
る
の

で
、
耳
に
し
た
ら
揚
げ
立
て
ゲ

ッ
ト
の
チ
ャ
ン
ス
。
ま
た
、
新

80
種
類
も
の
個
性
豊
か
な
パ
ン

が
勢
ぞ
ろ
い
。

　
同
店
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

「
自
家
製
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
パ
ン
」

１
８
０
円
は
、
食
感
の
良
い
ザ

　
泉
ヶ
丘
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
あ

る
、
ベ
ー
カ
リ
ー
（
１
階
）
と

レ
ス
ト
ラ
ン
（
２
階
）
の
「
泉

ヶ
丘
グ
ー
テ
」
０
７
２
・
２
９

１
・
０
３
８
５
で
は
、
毎
日
約

□
名
前
の
由
来

創
彩
食
堂
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ

　
金
剛
駅
か
ら
歩
い
て
２
分
の
、

若
い
夫
婦
が
営
む
カ
ジ
ュ
ア
ル

な
お
店
。
幸
一
さ
ん
、
加
奈
子

さ
ん
の
名
前
か
ら
文
字
を
取
り

「
イ
チ
カ
」と
名
付
け
た
そ
う
。

創
彩
、
と
あ
る
よ
う
に
〝
彩
り

良
く
創
る
〞
こ
と
に
こ
だ
わ
り

を
持
つ
。
地
元
農
家
直
送
の
旬

の
野
菜
や
古
代
米
を
使
用
し
、

彩
り
を
考
え
る
こ
と
で
栄
養
も

整
い
、
何
よ
り
食
欲
が
増
す
。

最
近
流
行
り
の
〝
イ
ン
ス
タ
映

え
〞
も
バ
ッ
チ
リ
。
０
５
０
・

７
１
０
９
・
７
９
５
５

大
粒
イ
チ
ゴ
の
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ

一
番
人
気
は
カ
レ
ー
パ
ン

豆
菓
子
６
袋
千
100
円

14
・
15
日
　

半
期
に
一
度
の
お
買
得

わ
た
し
の
街
の
あ
ん
な
店
こ
ん
な
店
ウ
ェ
ブ
も
好
評

写
真
い
っ
ぱ
い

ここは、
どこでしょう
ふるって ご応募をY
●1994年の１月に撮影しました。この建設中の
建物は何でしょうか。

●住所・氏名・電話番号を記入の上、ハガキか
ファクスかメールshiryou@community2525.
comまで。12月17日締め切り。（必着）。

●応募ハガキの余白に必ず投稿をYあなたの身
の回りの出来ごと、ホームページに掲載しま
す。

●正解者の中から、抽選で３人の方に千円分の
ギフトカードをさしあげます。
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●
絵
画
ク
ラ
ブ「
ア
ゼ
リ
ア
」

　
油
絵
、
水
彩
画
、
パ
ス
テ
ル
、

ア
ク
リ
ル
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
好
み

の
ジ
ャ
ン
ル
で
描
い
て
い
ま
す
。

会
員
指
導
は
小
灘
先
生
。
初
心

者
の
方
に
も
お
す
す
め
。

　
レ
ッ
ス
ン
は
毎
週
木
曜
（
月

４
回
）、大
阪
狭
山
市
公
民
館
１

時
半
〜
４
時
半
（
※
第
１
・
３

週
は
先
生
が
指
導
し
ま
す
）。入

　
11
月
28
日
号
の
ま
ち
が
い
さ

が
し

　
正
解
は
「
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ｉ
」

で
し
た
。
次
の
３
名
に
Ｊ
Ｃ
Ｂ

ギ
フ
ト
券
（
千
円
）
を
お
贈
り

し
ま
す
〈
敬
称
略
〉
▽
山
口
剛

功
（
新
檜
尾
台
）
▽
深
江
啓
子

（
津
々
山
台
）
▽
小
野
田
昌
恵

（
廿
山
）

　
11
月
28
日
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
　
正
解
は「
リ
ュ
ウ
コ
ウ
ゴ
」

で
し
た
。
次
の
３
名
に
Ｊ
Ｃ
Ｂ

ギ
フ
ト
券
（
千
円
）
を
お
贈
り

し
ま
す
〈
敬
称
略
〉
▽
佐
々
田

紀
子
（
池
尻
自
由
丘
）
▽
市
橋

す
み
え
（
晴
美
台
）
▽
奥
地
真

貴
（
西
山
台
）

　
翌
月
第
２
週
に
今
月
分
を
ま

と
め
て
発
送
い
た
し
ま
す
。

れ
る
。「
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」

と
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」
を
テ

ー
マ
に
、
ジ
ャ
ズ
や
ク
ラ
シ
ッ

ク
、
書
道
ア
ー
ト
、
ク
リ
ス
マ

ス
に
ち
な
ん
だ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
が
楽
し
め
る
。

　
14
日
▽
２
時
半
〜
３
時
＝
ピ

ア
ノ
と
木
管
楽
器
フ
ァ
ゴ
ッ
ト

に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
▽
４
時
〜
５
時
＝
Ｍ
Ｙ
星
座

盤
づ
く
り
と
冬
の
星
話
。

　
15
日
▽
12
時
〜
１
時
＝
大
阪

芸
術
大
学
書
道
部
に
よ
る
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
▽
１
時
半
〜

２
時
半
＝
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
。
い

ず
れ
も
先
着
20
人
、
無
料
。
問

い
合
わ
せ
０
７
２
１
・
24
・
５

５
０
０
（
10
時
〜
９
時
）

１
・
28
・
４
６
２
２

体
験
教
室
や

コ
ン
サ
ー
ト

富
田
林
で
14
・
15
日

　
14
・
15
日
、
富
田
林
駅
前
の

き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
、

「
き
ら
め
き
聖
夜
」
が
開
催
さ

ろ
い
ろ
展
パ
ー
ト
９
」
が
開
催

さ
れ
る
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
タ
テ
・

ヨ
コ
」。テ
ー
マ
を
基
に
し
た
作

品
の
展
示
だ
け
で
な
く
、
来
場

者
と
共
に
作
品
を
作
り
上
げ
る

参
加
型
展
覧
会
。
新
し
い
形
の

現
代
ア
ー
ト
に
触
れ
ら
れ
る
。

入
場
無
料
。
小
川
さ
ん
０
７
２

さ
や
か
ホ
ー
ル
で

現
代
ア
ー
ト
展

21
〜
23
日

　
21
日
〜
23
日
10
時
〜
６
時（
最

終
日
は
５
時
半
ま
で
）、さ
や
か

ホ
ー
ル
１
階
展
示
室
で
「
小
川

幸さ
ち

紅こ

個
展
／
ア
ー
ト
か
た
ち
い

会
金
千
円
、
月
会
費
２
５
０
０

円
。
連
絡
先
＝
安
岡
０
７
２
・

２
９
２
・
８
０
０
２

　
１
月
25
日
１
時
〜
４
時
半
、

さ
や
か
ホ
ー
ル
２
階
大
会
議
室

で
「
第
８
回
ま
ち
づ
く
り
活
動

発
表
会
／
皆
で
考
え
よ
う
！
ず

ー
と
住
ん
で
み
た
い
〝
そ
ん
な

ま
ち
に
〞」が
開
催
さ
れ
る
。

　
「
あ
っ
た
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
」「
大
阪
狭
山
健
康
吹
矢

連
合
」「
大
阪
狭
山
市
ご
み
減
量

対
策
推
進
会
議
」
の
３
団
体
に

よ
る
活
動
内
容
の
発
表
と
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
。
さ
ら
な
る

「
市
民
力
」「
団
体
力
」
に
つ
な

が
る
機
会
作
り
を
目
指
す
。
先

着
50
人
。
参
加
費
無
料
。
申
し

込
み
＝
大
阪
狭
山
市
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
０
７
２
・
３
６

６
・
４
６
６
４

相
続
・
遺
言

や
生
前
贈
与

 

18
・
25
日
、

　
　
　
　
　
　
　
金
剛
駅
近
く

無
料
。
要
予
約
。
中
野
司
法
書

士
事
務
所
０
７
２
・
３
６
８
・

３
８
０
０

の
松
川
ビ
ル
３
階
で
。
相
続
・

遺
言
や
生
前
贈
与
な
ど
の
相
談

に
司
法
書
士
が
応
じ
る
。
相
談

職
業
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、

大
阪
狭
山
市
今
熊
１
丁
目
85

　
大

阪
狭
山
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
ま
で
郵
送
で
申
し
込
む
。

20
日
必
着
。中
島
さ
ん
０
９
０
・

４
５
６
８
・
２
７
５
４

女
性
の
相
談
窓
口

狭
山
市
役
所
で
１
月

　
悩
み
や
不
安
な
ど
を
専
門
の

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相
談
で

き
る
「
女
性
の
相
談
窓
口
」
が

開
催
さ
れ
る
。

　
１
月
６
・
14
・
18
・
28
日
２

時
〜
４
時
（
18
日
は
10
時
〜
12

時
）。相
談
時
間
は
１
組
50
分
ま

で
。
大
阪
狭
山
市
役
所
南
館
１

階
き
ら
っ
と
ぴ
あ
で
。
相
談
員

は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
堺
の
女
性
専
門
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
。
無
料
。
要
予
約
。
匿
名

で
の
予
約
・
相
談
も
可
。
秘
密

厳
守
。

　
夫
婦
や
親
子
の
関
係
、
金
銭

問
題
、
仕
事
や
学
校
の
悩
み
、

不
安
や
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
の
心
の

問
題
、
男
女
関
係
や
生
き
が
い

な
ど
ど
ん
な
悩
み
で
も
。
相
談

員
が
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
心

の
整
理
を
手
伝
う
。
予
約
・
問

い
合
わ
せ
＝
き
ら
っ
と
ぴ
あ
０

７
２
・
２
４
７
・
７
０
４
７

初
詣
フ
リ
ー

乗
車
券
発
売

「
初
日
の
出
バ
ス
」
は
中
止

　
「
初
詣
フ
リ
ー
乗
車
券
」
の

発
売
を
開
始
し
た
。
発
売
期
間

は
28
日
ま
で
。
大
人
券
の
み
１

で
。
参
加
費
２
千
円
（
テ
キ
ス

ト
代
・
資
料
代
を
含
む
）。先
着

20
人
。
初
心
者
歓
迎
。

　
往
復
は
が
き
に
「
手
話
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
受
講
希
望
」
と
明
記

の
上
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
手
話
サ
ー
ク
ル
さ
や
ま
主
催

の
教
室「
手
話
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

で
は
受
講
者
を
募
集
中
。

　
１
月
15
日
〜
３
月
４
日
の
毎

週
水
曜
（
全
８
回
）
午
後
７
時

〜
９
時
、
狭
山
公
民
館
講
習
室

千
部
。
料
金
は
１
０
５
０
円
。

30
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
の
５

日
間
有
効
。
期
間
中
は
何
度
で

も
使
用
可
。
有
効
区
間
は
南
海

バ
ス
、
南
海
ウ
イ
ン
グ
バ
ス
金

岡
と
南
部
の
全
路
線
。
高
速
バ

ス
や
深
夜
バ
ス
な
ど
特
殊
な
路

線
は
使
用
不
可
。
各
営
業
所
や

堺
東
案
内
所
な
ど
で
発
売
。

　
な
お
、
毎
年
運
行
し
て
い
る

「
金
剛
山
初
日
の
出
バ
ス
」は
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
運
休
の
た
め
中

止
と
な
っ
た
。□

　
河
内
長
野
市
立
ふ
る
さ
と
歴

史
学
習
館
（
高
向
）
で
22
日
ま

で
「
昭
和
と
百
兎
庵
」。０
７
２

１
・
64
・
１
５
６
０

回
。

　
工
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
22

日
ま
で
の
土
日
祝
に
「
パ
タ
パ

タ
ひ
ら
く
♪
ふ
し
ぎ
な
本
を
つ

く
ろ
う
」。１
０
０
円
、
各
回
24

人
。
土
は
１
日
３
回
、
日
祝
１

日
６
回
。

　
こ
ど
も
劇
場

　
15
日
「
ハ
ン

ド
ベ
ル
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
」。１
時
と
２
時
半
。
無
料
。

　
ス
ペ
ー
ス
キ
ッ
チ
ン

　
22
日

ま
で
の
土
日
祝
に
「
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
☆
ド
ー
ナ
ツ
」。３
０

０
円
、
４
歳
以
上
、
各
回
16
人
。

土
は
１
日
２
回
、
日
祝
１
日
４

法＊
律
相
談
会

「
住
み
た
い
ま
ち
を
考
え
る
」

さ
や
か
ホ
ー
ル
で
活
動
発
表
会

ビ
ッ
グ
バ
ン

手
話
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

狭
山
公
民
館
で
１
月
か
ら

南海バス

１
月

25
日



（　）金剛さやまコミュニティのホームページは「金剛コミュニティ」で検索OKY 2019年（令和元年）12月12日 12


